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皮膚表皮バリア形成機構の解析
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皮膚表皮バリアがどのように形成され維持されているのかを、様々な細胞生物学的解析手法を用いて
研究しています。化粧品や皮膚疾患治療薬の評価法にも繋がる技術です。
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■ 三次元皮膚モデルを用いた化粧品や薬物評価について支援します。
■ 皮膚の形態学的解析についてサポートします。
■ 最新の皮膚バリア研究の状況について情報提供ができます。

研究テーマの特徴、アピールポイント

皮膚は人体の中での最大の臓器です。
皮膚は外側から表皮・真皮・皮下組織
からなり、表皮は「重層扁平上皮組織」と
呼ばれる多層構造を持った上皮組織です。
表皮は、主に基底層、有棘層、顆粒層、
角層（角質層）からできています。
これまでの研究により、生体内の顆粒層
細胞の細胞死過程を、生きたマウスを
用いたライブイメージングや電子顕微鏡
観察手法を用いて、詳細に解析してきま
した。その結果、長期細胞内Ca2+上昇と
細胞内酸性化が順番に起きることを
明らかにし、死細胞が新たな機能を獲得
するという新しい細胞死概念「コルネオ
トーシス」を提唱しています。
これまでに確立した角層バリア形成に
おける解析技術を、ヒト三次元表皮モデル
において応用することで、化粧品や創薬
の開発に貢献できます。
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